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Ki'Leaft®は、BERKEM 社の Active Liquids 製品。冬に落葉する有機栽培 キウイの葉を有効活用

（Upcycling 原料）し植物由来グリセリンと水で抽出した機能性植物成分。即時的なタイトニング効

果（肌を引き締めハリを与える）、肌リニューアル効果、肌バリア機能と構造強化を ex vivo, in vivo

評価において確認しています。肌を引き締めてハリを与える、肌再生、敏感肌向け処方に役立つ原料。 

キーワード（Immediate tightening、Regenerative、Barrier function improvement、Antioxidant） 

 

 

【成分】 

 表示名称 ：キウイ葉エキス（5%※表示名称申請中）、グリセリン（57%）、水（38%） 

    COSMOS オーガニック対応、Upcycling 原料、Vegan 適合 

NMPA 登録コードあり、CAS 番号 92456-63-8 
https://www.berkem.com/en/cosmetic/products/actives/ki-leaft/ki-leaft 

 

【特長】 Upcycling 原料。即時的な肌タイトニング効果（ハリを与える）、肌リニューアル 

肌バリア機能と構造強化、抗酸化効果（DDPH 法,たるみ・エイジングケア）、防腐剤 Free。 

推奨添加量：1-3%、Sugar:≧20%、Total polyphenols (Folin) in eq. gallic acid:≧5% 

外観：Brown Liquid、pH：4.0-5.5、shelf life：3 年（光,熱,湿気を避け室温保管） 

評価:Ocular irritation(In vitro),Skin irritation(In vitro,In vivo),Cosmetics allergens 

  

【用途】 スキンケア、フェイシャル、メイクアップ（エイジングケア・敏感肌向けクリーム） 

 

【Ki'Leaft® 独自の作用メカニズム】 
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【即時的タイトニング効果評価：Ki'Leaft® 2%配合クリーム vs.プラセボ,塗布直後の肌変形測定（Dynaskin®）】 

Dynaskin®システムは、頬の表面に垂直に空気を吹き付けて皮膚の変形を実現するという点で、臨床的アプローチに似ています。 

Dermatop®システムは、フリンジ プロジェクション技術（格子パターン投影法）を使用して、皮膚の変形の直前、変形中、変形後の局所表 

面の形状を記録する 3D センサーです。 

Ki'Leaft®による塗布直後の肌のリフトアップ（ハリを与える）、即時的な肌の引き締め効果（タイトニング）が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スキンリニューアル効果評価 ex vivo：1 日 1 回 5 日間,ヒト皮膚外植片に Ki'Leaft® 3%塗布】 

プロテオミクス解析により、皮膚の修復機能に関与するタンパク質への Ki’leaft®の影響を評価。 

Ki'Leaft®による肌修復に関与する９つのタンパク質（上皮組織,傷修復）発現調整、肌再生（リニューアル）効果が示された。 

また Ki'Leaft®0.3%塗布により、ペリオスチン タンパク質の発現レベルの大幅な増加、肌再生ブースト効果が示された（右図）。 

（ペリオスチン タンパク質：細胞外マトリックスの構成要素。細胞に接着に関与） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スキンバリア促進効果評価 ex vivo：1 日 1 回 5 日間,ヒト皮膚外植片に Ki'Leaft® 3%塗布】 

プロテオミクス解析により、皮膚のバリア機能の向上に関与するタンパク質への Ki’leaft®の影響を評価。 

Ki’leaft®による皮膚バリア機能向上に関与する 13 タンパク質の発現量が調整、肌バリア機能とバリア構造強化が示された。 
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